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複
合
災
害

ひ
と
つ
の
自
然
災
害
が
発
生
す
る
と
、都
市
機
能
の
崩
壊
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
分
断
、日
常
生
活
の
停
滞
と
い
っ
た

複
数
の
フ
ェ
ー
ズ
に
ま
で
被
害
が
拡
大
す
る
。こ
の「
複
合
災
害
」は
例
え
ば
交
通
網
の
被
災
に
顕
著
だ
。

道
路
の
損
壊
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
断
絶
、生
産
活
動
の
停
止
、経
済
損
失
の
拡
大
と
い
っ
た
よ
う
に
被
害
は
面
的
に
拡
散
し
て
い
く
。

昨
年
末
、国
の
有
識
者
会
議
が
三
〇
年
以
内
に
七
〇
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
の
被
害
想
定
を
発
表
し
た
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド（
M
）7
級
の
地
震
で
は
死
者
二
万
三
千
人
、経
済
被
害
九
五
兆
円
。

M
8
級
だ
と
そ
の
数
字
は
七
万
人
、一
六
〇
兆
円
に
達
す
る
。

鉄
道
は
地
下
鉄
、在
来
線
、私
鉄
の
全
線
に
わ
た
っ
て
一
時
不
通
と
な
り
、首
都
圏
で
八
〇
〇
万
人
の
帰
宅
困
難
者
が
発
生
。

道
路
網
も
高
速
道
路
が
通
行
規
制
さ
れ
、高
架
橋
の
崩
落
、倒
壊
は
五
〇
カ
所
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
崩
壊
は
物
資
の
供
給
、救
助
、救
援
活
動
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

小
誌
で
は
半
年
に
わ
た
っ
て「
自
然
災
害
の
記
憶
と
教
訓
」に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。

津
波
、水
害
か
ら
街
を
守
る
施
策
、大
火
災
に
負
け
な
い
都
市
の
構
築
、橋
梁
や
港
湾
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
強
靭
化
。

官
民
が
連
携
し
、生
命
を
つ
な
ぐ
様
々
な
取
り
組
み
が
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
特
集
の
締
め
く
く
り
で
は
、災
害
に
お
け
る「
点
と
線
」に
着
目
す
る
。「
面
」的
に
連
鎖
、拡
大
し
て
い
く
災
害
。

そ
れ
で
は
、帰
宅
困
難
者
が
集
中
す
る「
点
」で
あ
る
街
、被
災
地
と
支
援
を
結
ぶ「
線
」と
し
て
の
道
路
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
何
か
。

そ
の
と
き
、人
々
が
暮
ら
す
都
市
の
備
え
、生
命
線
と
な
る
道
路
の
多
重
化
は
、想
定
さ
れ
る
複
合
災
害
を
減
じ
る
重
要
な
要
素
と
な
る
。

緊
急
物
資
輸
送
障
害

公
共
交
通
機
関
の
停
止

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
寸
断

電
力
不
足

通
信
障
害

帰
宅
困
難
者

文：槌田波留基　写真：特記以外は中原一隆

『安政見聞誌』に描かれた、1855（安政2）年、安政江戸地震直後の中
央区京橋周辺の図。ひび割れた土蔵や倒壊した家屋と、町のなかを逃
げ惑う人々の様子が描かれている。地震によって帰る場所を失った多
くの人のために、江戸幕府は御救小屋（避難所）を開設し、食料や寝る
場所を提供したという。（提供：日本社会事業大学付属図書館）

自
然
災
害
の
記
憶

教
訓
・
対
策

防
災
拠
点
整
備

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
多
重
化

F
A

C
T

-1

帰
宅
困
難
者
受
入

F
A

C
T

-2

災
害
用
備
蓄

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
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自然災害の記憶

JR貨物が日本海側（根岸〜新潟〜青森〜盛岡）と、磐越西線（根岸〜新潟〜
郡山）で走らせた緊急石油列車が輸送した石油はタンクローリー車に換算
して約2,850台分に及んだ。磐越西線の一番列車が到着した際、沿線の市
民は感謝の垂れ幕を掲げ、歓声をあげたという。

東日本大震災により被災した福島県広野町の国道6号。（提供：東北地方整備局）

線
道 の 備 え

　東日本大震災の際、東北地方の道路、鉄道は各
地で寸断され、物流ネットワークはその機能を一
瞬にして喪失した。救助、救援活動や支援物資輸
送の要となる幹線道路の復旧は震災直後から最優
先の課題となった。太平洋沿岸で仙台市と青森市
を結ぶ国道45号も被災、津波や橋の崩落により
通行が不能となる。しかし、三陸沿岸道路等の高速
道路は、過去の津波の教訓を踏まえ高台に整備さ
れていたため、大きな損傷も無く45号の迂回路、

緊急輸送路として大きな役割を果たした。日本海
側の幹線道路も通行が制限された太平洋側の高速
道路の代替として物資の輸送を担った。
　さらに、石油の輸送をバックアップしたのが鉄
道である。JR貨物は震災7日後には根岸から新潟、
青森を経て盛岡に至る緊急石油列車を走らせた。
　緊急的な措置とはいえ道路、鉄道を迂回させて
構築した交通ネットワークの多重化は、震災直後
から東北支援に大きく貢献した。

高速道路の破壊による
物流ネットワークの寸断
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
多
重
化

 
中
部
縦
貫
自
動
車
道

関
東
・
中
部
・
近
畿
を
結
ぶ

東
名
高
速
・
中
央
道
の

代
替
路

FAC T-1

状
に
啓
開
。
四
日
後
に
は
一
般
車
両
の

通
行
が
再
開
し
、
医
療
団
、
支
援
物
資

が
次
々
と
被
災
地
に
向
け
送
り
込
ま
れ

た
。

　
南
北
を
貫
く
幹
線
、
高
速
道
路
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
「
く
し
の

歯
作
戦
」
は
、
災
害
時
に
お
け
る
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
を
証
明
し
た
。

新
規
整
備
事
業
の
採
択
に
お
い
て
も
、

渋
滞
緩
和
と
い
う
観
点
に
加
え
、
災
害

時
に
お
け
る
地
域
の
孤
立
を
防
ぐ
と
い

っ
た
防
災
面
で
の
機
能
評
価
も
反
映
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
全
国
に
目
を

向
け
て
み
る
と
、
高
速
道
路
の
ミ
ッ
シ

ン
グ
リ
ン
ク
を
は
じ
め
、
幹
線
道
路
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
は
い
ま
だ
十
分
と
は

い
え
な
い
。
道
路
網
整
備
は
、
災
害
に

負
け
な
い
強
靭
な
国
土
形
成
の
根
幹
を

な
す
最
優
先
課
題
な
の
だ
。

　
災
害
に
よ
っ
て
機
能
不
全
に
陥
っ
た

道
路
の
代
替
路
の
確
保
、
多
重
化
を
指

す
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
。
そ
の
整
備
が
進

む
岐
阜
県
高
山
市
の
現
場
を
訪
ね
た
。

「
中
部
縦
貫
自
動
車
道
」
の
事
業
主
体

で
あ
る
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局

高
山
国
道
事
務
所
の
田
中
一
能
副
所
長

は
「
中
部
縦
貫
は
近
畿
、
関
東
圏
に
お

け
る
物
資
供
給
の
『
横
軸
』
と
な
る
広

域
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
。
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ

ン
ク
を
解
消
し
、
東
日
本
と
西
日
本
を

結
ぶ
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
要
と
な
る

ル
ー
ト
で
す
」
と
話
す
。

　
中
部
縦
貫
自
動
車
道
は
、
長
野
県
松

本
市
を
起
点
に
西
へ
、飛
騨
、美
濃
、越

前
地
方
の
峻
厳
な
山
岳
地
帯
を
貫
通
し
、

福
井
県
福
井
市
に
至
る
国
道
一
五
八
号

の
自
動
車
専
用
道
路
だ
。
延
長
は
東
海

北
陸
自
動
車
道
と
の
重
複
区
間
を
除
い

て
も
一
六
〇
㌔
㍍
に
も
な
る
。

　
東
海
地
方
、
中
部
近
畿
圏
で
震
度
六

強
以
上
の
直
下
型
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、
太
平
洋
側
の
東
名
高
速
道
路
は
通

　
東
日
本
大
震
災
時
に
、
東
北
沿
岸
部

へ
の
物
流
の
早
期
回
復
を
加
速
さ
せ
た

の
が
「
く
し
の
歯
作
戦
」
に
よ
る
道
路

の
復
旧
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
っ
て
車
両

の
通
行
が
可
能
と
な
る
ま
で
に
道
路
を

切
り
開
く
「
啓
開
」
が
翌
日
か
ら
展
開

さ
れ
た
。
内
陸
部
を
縦
貫
す
る
東
北
自

動
車
道
と
国
道
四
号
を
起
点
に
沿
岸

部
に
至
る
一
五
本
の
国
道
を
く
し
の
歯

道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
を

解
消
す
る

東
西
日
本
を
結
ぶ

リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー

国土交通省
中部地方整備局
高山国道事務所 副所長

田中一能

長野県から福井県までをつなぐ、中部縦貫自動車道。関東圏、中部圏、近畿圏において大地震が発生した際、中部縦貫自動車道は東西日本を結ぶリ
ダンダンシーとなり、ライフラインとして重要な役割を担う。（提供：国交省中部地方整備局高山国道事務所）

中部縦貫自動車道（高山IC付近）

東
名
、
新
東
名
、
中
央
自
動
車
道
の
三
本
の
高

速
道
路
は
、
列
島
の
東
西
を
結
ぶ
物
流
の
大
動

脈
。
相
互
に
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
ル
ー
ト
と
な
る

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
て
い
る
が
東

海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
で
の
震
度
六
以
上
の

震
度
分
布
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
る
。

東名 新東名 中央道

高規格幹線道路は全国に
張り巡らされているが、
未整備区間も多く残され
ている。このような高規
格幹線道路のミッシング
リンクは、日本各地に存
在し、広域ネットワーク
の妨げとなっている。

高規格幹線道路網図
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北
ア
ル
プ
ス
の
豪
雪
地
帯
で

進
む
道
路
工
事

行
不
能
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。
中
部

縦
貫
自
動
車
道
は
、
関
東
、
中
部
、
近

畿
を
結
ぶ
生
命
線
と
な
る
。

　
中
部
縦
貫
は
一
九
八
七
（
昭
和

六
十
二
）
年
に
高
規
格
幹
線
道
路
と
し

て
閣
議
決
定
さ
れ
、
現
在
、
松
本
波
田

道
路
、
高
山
清
見
道
路
、
永
平
寺
大
野

道
路
、
大
野
油
坂
道
路
の
四
カ
所
で
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
高

山
国
道
事
務
所
が
所
管
す
る
二
四
・
七

㌔
㍍
の
高
山
清
見
道
路
は
、
二
〇
〇
七

（
平
成
十
九
）
年
ま
で
に
飛
騨
清
見

I
C
〜
高
山
I
C
間
が
開
通
し
、
引
き

続
き
高
山
I
C
〜
丹
生
川
I
C（
仮
称
）

の
区
間
で
工
事
が
展
開
中
だ
。

　
事
務
所
の
所
管
エ
リ
ア
を
示
す
地
図

を
見
る
と
、
国
道
四
一
号
、
東
海
北
陸

自
動
車
道
と
い
っ
た
日
本
海
側
と
中
部

圏
を
結
ぶ
南
北
の
幹
線
道
路
は
目
立
つ

も
の
の
、
内
陸
部
に
お
い
て
東
西
を
つ

な
ぐ
ル
ー
ト
が
心
も
と
な
い
。「
長
野

と
の
県
境
に
は
三
、〇
〇
〇
㍍
級
の
北

ア
ル
プ
ス
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。

国
内
屈
指
の
豪
雪
地
帯
で
も
あ
り
、
道

路
整
備
に
は
過
酷
な
環
境
で
す
」
と
、

田
中
副
所
長
は
語
る
。
北
陸
地
方
を
含

め
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
緊
急
輸
送
路
の
確
保

の
み
な
ら
ず
地
域
振
興
、
産
業
経
済
の

発
展
が
促
進
さ
れ
る
。「
飛
騨
は
雄
大

な
自
然
を
体
感
で
き
る
土
地
。
温
泉
や

郷
土
料
理
な
ど
豊
富
な
観
光
資
源
を
有

し
て
い
ま
す
。
観
光
は
こ
の
地
域
の
重

三
千
㍍
級
の
山
脈
を
貫
く

大
動
脈

高
山
の
市
街
地
に
残
る
風
情
の
あ
る
古
い
町

並
。
海
外
か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
そ

ぞ
ろ
歩
き
を
楽
し
む
。

要
な
産
業
で
す
。
中
部
縦
貫
は
国
内
外

の
観
光
客
誘
致
に
も
大
き
く
貢
献
す
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
、
田
中
副

所
長
は
新
し
い
道
路
に
期
待
を
込
め
る
。

　
わ
が
国
の
道
路
は
、
交
通
量
の
分
散

や
時
間
短
縮
と
い
っ
た
効
率
性
、
利
便

性
の
向
上
を
主
な
目
的
と
し
て
整
備
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
大
震
災

の
教
訓
と
し
て
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

防
災
機
能
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
、
広
域
リ

ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の
整
備
と
い
っ
た
新
た

な
視
点
が
道
路
整
備
を
進
め
る
上
で
大

き
な
要
素
と
な
っ
た
。「
時
間
や
通
行

量
と
い
っ
た
数
値
化
で
き
る
デ
ー
タ
に

加
え
、
道
路
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に

目
を
向
け
、
観
光
振
興
や
防
災
効
果
と

い
っ
た
定
性
的
な
側
面
か
ら
も
必
要
性

を
熟
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
田

中
副
所
長
。
国
土
の
強
靭
化
、
経
済
産

業
の
発
展
に
加
え
、
道
路
網
の
整
備
に

防
災
機
能
の
充
実
と
い
っ
た
新
た
な
使

命
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

新
た
な
視
点
で
進
め
る

道
路
整
備

現在、高山清見道路は丹生川IC〜高
山 IC間で整備が進められている。降
雪をものともせず工事用道路の開削を
担うのは高山市の建設会社・ナガイ㈱
の岩田浩樹さん。「厳しい現場環境で
はありますが、地元企業として全力を
挙げて中部縦貫の整備に尽くしたい」

開通済みの中部縦貫道路・高山IC付近。高山は国
内有数の豪雪地帯だ。死者が出る豪雨災害にも幾度
となく見舞われてきた。道路ごとに決められた基準
雨量を上回った場合、国道41号などの幹線道路は
通行止めとなる。過酷な自然環境でも物流を止めな
い道路を目指して整備が進められている。

2007年までに一部が開通、高山ICが暫定供用され
て以来、東海北陸道方面から市街地に向かう車が分
散したことから高山市市街地の渋滞が緩和された。全
線が開通すると、近畿圏、関東圏へのアクセスが大
幅に向上するなど、災害時の代替路としてだけでな
く、観光誘致、地場産業の振興にも大きく貢献する。
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携帯電話の基地局の情報をもとにした人口統計によ
ると、震災翌日になっても山手線主要駅に人口が集
中しており、23区外に居住する数十万人が留まって
いたとする推計もある。

東日本大震災発生時、徒歩で帰宅する人と渋滞で動かなくなった車両で大混乱となった渋谷駅周辺。（提供：読売新聞社）

点
　東日本大震災の発災時、首都圏では多くの帰宅
困難者が発生し、一時的にパニックの様相を呈し
た。物理的な被災、安全確保の必要から交通機関
は運行停止を余儀なくされ、文字通り路頭に迷っ
た人々が街に溢れた。内閣府の推計によるとその
数は東京都内だけで352万人、首都圏全体で500
万人以上にのぼる。実に外出者の28％が当日中
に自宅へ戻ることができなかった。我々は人で溢
れた都内の主要ターミナル、渋滞する幹線道路、

都心から放射線状に連なる徒歩帰宅者の列を、報
道映像を通して、また当事者として鮮明に記憶し
ている。震源から300㎞以上離れた東京も被災
地だったのだ。
　その教訓を踏まえ、官民の連携、個々人の備え
など様々な取り組みが加速している。その模範と
もいえる森ビルの施策に取材した。わが国の都市
再開発の歴史を先導してきた森ビル㈱の総合的な
震災対策は多くの示唆を与えてくれる。

首都圏各地の路上に溢れた
帰宅困難者500万人

 （内閣府推計）

東日本大震災時の帰宅困難者発生数

街 の 備 え
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 「
逃
げ
込
め
る
街
」六
本
木
ヒ
ル
ズ
の

総
合
防
災
対
策

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
対
策
で

災
害
時
の
防
災
拠
点
と
な
る

都
心
複
合
ビ
ル

FAC T-2

標
榜
す
る
の
が
「
逃
げ
出
す
街
」
か
ら

「
逃
げ
込
め
る
街
」
へ
の
転
換
だ
。
直
下

型
地
震
の
発
生
確
率
が
高
ま
る
首
都
東

京
に
お
い
て
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
両
面

か
ら
対
策
を
施
し
て
い
る
。「
た
と
え

ば
震
災
時
に
お
け
る
帰
宅
困
難
者
に
対

し
、
街
づ
く
り
会
社
と
し
て
何
が
で
き

る
の
か
、
そ
の
社
会
的
使
命
を
果
た
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
取
り

組
み
で
す
」
と
日
向
氏
は
説
明
す
る
。

　
民
間
最
大
規
模
の
市
街
地
再
開
発
事

業
と
し
て
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年

に
開
業
し
た
六
本
木
ヒ
ル
ズ
。
低
層
の

木
造
密
集
地
域
を
集
約
し
垂
直
方
向
に

広
が
る
「
街
」
に
な
っ
た
。
従
前
は
消

防
車
も
入
れ
な
い
ほ
ど
細
い
路
地
が
錯

綜
す
る
エ
リ
ア
を
整
理
し
、
広
い
道
路

と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。
快
適

で
安
全
な
居
住
空
間
の
創
出
と
交
通
網

の
改
善
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
両
立
す
る
森
ビ
ル
の
開
発
手
法
を

体
現
し
て
い
る
。

　
一
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年
の
設

立
以
来
、
歴
史
に
残
る
都
市
再
開
発
事

業
を
手
が
け
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
総

合
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
し
て
の
地
位
を
不

動
の
も
の
と
す
る
森
ビ
ル
。
し
か
し
、

こ
の
会
社
が
目
指
し
て
き
た
の
は
ア
ー

ク
ヒ
ル
ズ
や
六
本
木
ヒ
ル
ズ
に
象
徴
さ

れ
る
高
層
ビ
ル
の
建
設
で
は
な
い
。
同

社
の
震
災
対
策
室
事
務
局
の
日
向
真
一

郎
氏
は
こ
う
語
る
。「
私
た
ち
社
員
は

こ
れ
ら
の
ビ
ル
を
『
街
』
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
安
全
で
安
心
な
街
を
居
住
者
、

地
権
者
と
と
も
に
創
造
す
る
。
そ
の
姿

勢
は
創
業
以
来
受
け
継
が
れ
て
き
た
企

業
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
」。

　
そ
の
森
ビ
ル
が
震
災
対
策
と
し
て

 「
逃
げ
出
す
街
」か
ら

 「
逃
げ
込
め
る
街
」へ

防
災
拠
点
と
な
る

六
本
木
ヒ
ル
ズ

森ビル株式会社
震災対策室事務局

日向 真一郎

震災時に公共交通機関の
麻痺や、交通規制の影響が
生じても、アークヒルズの
ヘリポートを利用し、企業
のBCP支援や被災地域の
救援活動が可能となる。

医療スタッフ、物資を輸送する

ヘリポート
ハード
対策

独自のエネルギープラントは都市（中圧）ガスを燃料とし
て発電、域内に常時電力を供給している。万が一の時には
電力会社からの電源供給に切り替わり、さらにその両方の
供給が途絶えたときを想定して代替燃料となる灯油もスト
ック。3重の安定性を備えた発電施設だ。

常時も災害時も電力を供給する

自立型エネルギー
プラント

ハード
対策

六本木ヒルズの備蓄食糧は10万食。周辺施設も含めた森ビル全体
の備蓄量は民間として最大規模の20万食に達する。毛布や医薬品、
簡易トイレの生活用品に加え、発電機、油圧ジャッキからのこぎり
といった資機材までも用意した。

オープン以来、国内外から年間4,000万人以上も
の人々が訪れる六本木ヒルズ。震災時には商業
施設エリアも避難スペースとして開放され帰宅困
難者を受け入れる。

六本木ヒルズ施設内への

帰宅困難者の
受け入れ

ソフト
対策

来街者、周辺住民、
帰宅困難者にも対応した

20万食の震災備蓄
ソフト
対策

P14空撮・P15写真提供：森ビル株式会社

安心して逃げ込める

国内最高グレードの耐震性能
ハード
対策

森ビルが管理運営する大型ビルは、
そのすべてが建築基準法で定められ
た基準を上回る耐震性能を有してい
る。日向氏は「そもそも安全でなけ
れば『逃げ込める街』になり得ない」
と語る。

電気制御によりダンパー内のオイル流
量を調整し、日常的な風揺れから大地
震時までの揺れを吸収。

粘性系ダンパー
 「セミアクティブオイルダンパー」
建物に356基設置

柔らかく延び能力のある鋼材を使用し
たブレースで、大地震時のエネルギー
を効果的に吸収。

鋼性系ダンパー
 「アンボンドブレース」
建物に192基設置
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さ
ら
に
、
五
、〇
〇
〇
人
の
帰
宅
困

難
者
を
想
定
し
、
食
料
か
ら
日
常
品
ま

で
を
地
下
倉
庫
に
備
蓄
す
る
。

　
森
ビ
ル
は
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）

年
の
三
月
、
港
区
と
の
間
で
災
害
時
の

帰
宅
困
難
者
受
け
入
れ
に
関
わ
る
協
定

を
締
結
し
た
。
災
害
発
生
時
に
一
時
避

難
場
所
の
提
供
、
備
蓄
食
料
や
飲
料
水

の
支
給
、
駅
周
辺
で
の
誘
導
業
務
な
ど

を
行
う
。
テ
ナ
ン
ト
、
居
住
者
、
来
街

　
災
害
時
に
は
防
災
拠
点
と
な
る
こ
の

街
に
は
最
先
端
の
技
術
が
導
入
さ
れ
た
。

本
体
の
森
タ
ワ
ー
に
は
性
能
の
異
な
る

二
種
類
の
制
震
ダ
ン
パ
ー
が
採
用
さ
れ
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
級
の
地
震
に
あ
っ

て
も
日
常
生
活
を
維
持
で
き
る
国
内
最

高
グ
レ
ー
ド
の
耐
震
性
能
を
有
し
て
い

る
。
ヒ
ル
ズ
内
で
消
費
さ
れ
る
電
力
は

独
自
の
発
電
プ
ラ
ン
ト
に
よ
っ
て
賄
わ

れ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
震
災
時
に
限

ら
ず
常
時
稼
動
し
電
力
を
供
給
し
続
け

て
い
る
。

企
業
理
念
に
基
づ
く
防
災
意
識

周
辺
地
域
の
防
災
拠
点
と
な
る

街
づ
く
り
が
社
会
的
使
命 

者
の
み
な
ら
ず
、
帰
宅
困
難
者
ま
で
も

が
「
逃
げ
込
め
る
街
」
の
整
備
は
、
一

民
間
企
業
に
よ
る
災
害
対
策
の
規
模
を

超
え
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
森

ビ
ル
の
思
想
は
こ
れ
を
当
然
の
こ
と
と

し
て
捉
え
る
。「
地
元
の
人
々
と
と
も

に
考
え
、
語
り
合
い
な
が
ら
街
を
創
っ

て
い
ま
す
。
人
と
人
が
出
会
い
、
そ
こ

か
ら
新
し
い
文
化
や
経
済
活
動
が
生
ま

れ
る
と
い
う
考
え
が
根
底
に
あ
り
ま
す

か
ら
、
人
々
を
守
る
防
災
対
策
は
当
た

り
前
の
施
策
な
ん
で
す
」。

　
都
市
を
創
る
こ
と
は
、
そ
こ
に
住
む

人
、
訪
れ
る
人
の
未
来
に
責
任
を
持
つ

こ
と
。
日
向
氏
が
冒
頭
に
も
語
っ
た
森

ビ
ル
の
企
業
理
念
が
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ

ト
に
通
底
す
る
防
災
意
識
の
醸
成
を
促

し
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
森
ビ
ル
で
は
入

居
者
、
テ
ナ
ン
ト
や
消
防
署
と
共
催
で

震
災
講
習
会
や
避
難
訓
練
も
頻
繁
に
行

う
。
さ
ら
に
、
交
通
機
関
が
混
乱
し
た

場
合
に
備
え
、
全
社
員
を
対
象
と
し
た

徒
歩
退
社
訓
練
を
年
一
回
実
施
し
て
い

る
と
い
う
。

　
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の
拡
充
も
、
都
市

再
開
発
に
お
け
る
防
災
対
策
も
、
被
災

時
に
業
務
を
早
期
再
開
に
導
く
「
事
業

継
続
計
画
」
の
考
え
方
が
背
景
に
あ
る
。

そ
れ
は
個
人
の
生
活
や
、
社
会
を
構
成

す
る
最
小
単
位
と
し
て
の
家
庭
に
も
応

用
で
き
る
。
避
難
場
所
は
も
と
よ
り
、

そ
こ
に
達
す
る
迂
回
路
を
含
め
た
複
数

の
ル
ー
ト
を
把
握
し
て
い
る
か
。
手
元

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
最
新
の
も
の
か
。

備
蓄
に
関
し
て
も
よ
り
個
人
の
状
況
に

則
し
た
も
の
が
求
め
ら
れ
る
。
予
備
の

眼
鏡
や
常
用
薬
の
補
充
、
家
族
の
安
否

確
認
の
方
法
な
ど
「
生
活
継
続
計
画
」

を
確
か
な
も
の
と
す
る
日
常
の
心
構
え

が
防
災
、
減
災
の
原
点
だ
。

　
森
ビ
ル
の
日
向
氏
は
大
量
の
備
蓄
品

を
見
上
げ
な
が
ら
最
後
に
こ
う
話
し
て

く
れ
た
。「『
逃
げ
込
め
る
街
』
は
あ
く

ま
で
一
時
避
難
所
。
震
災
時
に
は
、
自

分
の
身
を
守
る
『
自
助
』、
助
け
合
う

『
共
助
』
の
意
識
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」。

森タワーは上空に広がる巨大なオフィス街だ。常時12,000名のテナン
トワーカーがビジネスを展開する。便利で快適なワークプレイスの創造
に、安全性能の視点は欠かせない。

年2回、森ビルは全社をあげた総合震災訓練を実施、また全社員に救命技
能認定の取得も義務づけている。継続的な人材育成は、震災対応をより
高度なものとするための取り組みだ。（提供：森ビル株式会社）

全
社
員
に
支
給
さ
れ
る
震
災
時
の
帰
宅
ル
ー

ト
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
。
六
本
木
ヒ
ル
ズ

を
中
心
に
30
㌔
㍍
圏
内
の
徒
歩
経
路
が
詳
細

に
記
さ
れ
て
い
る
。

東京中心部を再現した1/1,000ス
ケールの都市模型。17.0m×15.3m
という大きさは日本最大級。都市計
画や景観の検討に活用されている。

 「
生
活
継
続
計
画
」へ
の
応
用


